
 
 

資料１．中学校社会科におけるパフォーマンス課題の作品例と長期的ルーブリック 

Cf. 三藤あさみ・西岡加名恵『パフォーマンス評価にどう取り組むか』日本標準、2010 年） 
①②パフォーマンス課題「明治時代の新聞の社説」の作品例 
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③パフォーマンス課題「国際シンポジウムで提案しよう！」の作品例 

（三藤あさみ・西岡加名恵『パフォーマンス評価にどう取り組むか』日本標準、2010 年、p.26） 
課題：「あなたは、平和を守るための調査や研究をしている政治学者です。ところが……第一次世界大戦、第

二次世界大戦と規模が大きく犠牲者も多く出た戦争が二度にわたり起きたため、世界に向けて「なぜ戦争が起

きるのか？どうすれば戦争が防げるのか？」について提言するレポートを作成することになりました。［模擬

『国際シンポジウム』で意見交換したうえで、提言レポートを B4 用紙一枚にまとめてください。］」 
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④長期的な学力評価計画：中学校社会科（イメージ） 

 ※「社会的な思考・判断・表現」の観点に対応して、長期的ルーブリックを用いている。 

（西岡加名恵「学力評価計画に対応するポートフォリオの活用」『指導と評価』2010 年 10 月号、p.10） 
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